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撮影（contrast enhanced computer tomography；CECT）は，現在治療効果を評価するた
めの代表的な参考基準となっているが，放射線被曝や副作用の点から短期間には繰り返し
行い難い方法である．CECTと同様に，磁気共鳴映像法（magnetic resonance imaging；
MRI），特にガドリニウム エトキシベンジル ジエチレン トリアミン ペンタ酢酸を用い











等エコーまたは境界不明瞭で同定困難な多血性 HCCに対して行った RFA の早期治療効果判
 
 
定として，RFA翌日に行った融合画像を用いた CEUSと RFA 1ヵ月後に行った CECTまたは
EOB-MRIとの比較を後ろ向きに検討した． 
２．方法 











きない患者，③門脈背側にあり RFA治療が難しい HCC．HCC 192結節のうち 152結節は次
の理由から除外された．Bモード USで検出できる高エコーまたは低エコー病変（n＝
144），ヨード造影剤使用禁忌（n＝8）．最終的に，融合画像を用いて検出，RFAを行った
等エコーまたは境界不明瞭な HCC 40結節（患者 40名）を対象とした． 
３．結果 
HCC 40結節のうち 4結節は局所再発で，その他の 36結節は新規病変であった．RFA後の
平均経過観察期間は 25.9ヵ月であった（範囲:12-39ヵ月）．HCC 40 結節のうち 38結節













て，RFA 1ヵ月後の CECTまたは EOB-MRIでの治療効果評価を参考基準とした場合，RFA翌
日の融合画像を用いた CEUSでの治療効果評価の感度，特異度，正診率はそれぞれ，97％
（38/39），100％（1/1），98％（39/40）であった．両方法を使用した結果の一致度を示
すカッパ係数は 0.655 であった． 
４．考察 
RFA翌日に行った CEUSと CECT動脈相または EOB-MRI肝細胞相との融合画像を用いての治
療効果評価は，RFA 1 ヵ月後に行った CECTまたは EOB-MRIを用いてのものと同等であっ
た．したがって，RFA の治療効果評価において本研究で行った方法は有用であることが示
唆され，RFA翌日にこの方法を用いて焼灼が十分であると判断される場合，RFA 1ヵ月後
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